
平成元年 3月 19日 (日 )

ヘ

神 会 り11県 支 部 に 寄 せ て

幹 事 長    武 田 智 敬 130年法 )

]言[]]][言::i[「88言][][骨:[:貫[雪を]・
えば不思議なもので、神奈川 に縁 を持 つ者が相集 い相互 に親睦を重ね て早 や 6年に
なる。この縁を大切 にし、色々と刺激 し人間ntJな 幅を 更に拡 げていきたいと思 って
いる。今度 日攘関係学部 ができて 西園寺記念館 として完成 した校舎を 見せても らっ
たが 、私 は広小路 しか知 らな いの で衣笠 の山の懐 に立 つ白い校合 は実 にきれ いなも
のに曖 った。思 い出すものは今 は何 もな い。立命館 とい う名前 に親 しさを感 じ胸を
開 いて会議 が できる。これが校友会の原点だと思 う。神奈′11県支部 では創始 120
年 の記念事業 の寄付金 の推進を計 らねばな らな い。そのために校友名簿 の整理を行
つている。更に県下も広 いので幾 つか に区分 し地区割を して活性化 を計 らねばなら
な い。誤題 は沢山ある中で前記 したものを取 り上げ支部 の再構築 を計 りたい。

数多 い先住先輩諸氏 のご指導を 4rOぎ 地道 であ るが支部 の事業推進 にお役 に立ちた
t・ と願 っている。

第 7回 支 都 総 会 開 か れ る

神会りII県支部総会が多数 の来賓 を迎 え、横浜駅 西 日「 高島屋 デパ ー ト・ ば らの間
:こ て 3月 19日 (日 )開かれ た.家族 の参 れもあ り、な こやかな歓談が いつ までも続
いた.今年もゴルフの会を はじめ多 くの行事が計画 されてい ます。校友多数 の参加
をお願 い致 します。

昭 和 8年 度 忘 年 大 会 開 催 さ れ る

12月 4日 (日)FM5:00か ら山下町のホテ ル・ アス ターにて忘年大会が開催
された。 41名参加 のもとな こやかな歓談が いつまでも続 いた。 (幹事 長浜 斑経卒 )

名 簿 発 刊 に 寄 せ て

名薄発刊委 員長  都築  治 (41年文・ 地理 )

神奈川県 支部 では名簿 の発刊 (第 2号)準備 中です。今総会 に間 に合わせ るべ く
委員一日がス′ばりましたが転層等変更の報が次から次へと入りできませんでした。

校友活動を活発にするため名簿t3不可欠です。一日でも早く完成すべく尽力して
いますので今しばらく時間を下さるようお最い致します。

関 東 立 命 館 ク ラ プ
(仮称 )設 立 準 備 す す む

関東プ ロ ックの n~3窓 の士 が規睦 と相互互助を 目的 と して トー ア籐 東京本部を会場
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平成元年 3月Ю 日 (日 ) り つ め い か な が わ ,百  13  1予

第 7□ 神 奈′|1県支都総会 にあた り、支部役員・昭和 63年度会計報告・ 平成元
年 度会計予算 (案)・ 昭和 53年度活動報告を致 します。

○ 支 部
相 談 役
支 部 長
副支部長
幹 事 長
副幹事長

役  員     顧   問 小田切義雄 (18年 文 )

西村  弘 (ハ年経)岸本哲夫 (26年法)相沢良信 (30年理工 )

勝 田寛 ― (25年文 )

梶岡重義 (23年 理工)斎藤寿弥 (′年経)茂山哲也 (31年理⇒
武田智敬 (30年法)

車 宗成 (32年法)上田 隆 (41年 法)都築 治 (41年 文 )

長谷 川貞栄 (45年文 )

森 田康 夫 (19年理 工)織田陽司 (35年 理 工 )

五十川 、山 本 、浜  田、鶴  見、桜  本、中 村 、堤
芦 川 、松  田、登 川 、石 井 、dj口 (正 )、 久 保 、芝
京  川 、山口 (健 )、 立 石 、小  西、高 田 、ガヽ  野 、三

橋 本 、人 見 、山 下 、山 仁 、長 浜 、泉
上  田 、長 浜
都 築 、橋  本 、長谷川

鶴 見 、京 川 、長谷りli、 山 下 、長 浜 、泉

O昭 和63年度 立命館大学校友会 神奈JII県 支部 会計報告 平成元年 3月 19日
会計 上田 隆、長浜 隆文

平成元年度 立命館大学校友会 神奈川県支部 予算案
会計 上 田 隆 、長浜 隆文

○ 活動報告
1・ 校友会F.8係・・・ 63。 6.21本部 1988年 第 1回幹事会、 9.21同第 2回幹

事会、10。

"全
国校友大会・支部長墾談会、 6.19千葉県支部総会、11.12

愛知県支部総会、11.18東京支部総会にそれぞれ出席 .

2.支部関係・・・・広報「 りつめい神奈り||」 第11号発送 、同12号、13号発刊、

量属b発撼雰撃撃曇嬰轟命館創鬼子3f議讐匙磐訳ヒ云亀亀ξ晃聾曇沓
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志 願 者 80,000名 越 え る

西 日 本 ト ッ プ

平成元年度立命館大学志願者独 _

牽お:翼へ電TλLa写ムち島
::::|

き トップに。また全国私大でも早 75000

拿営i3お[:書會:こ育言う::::::
開放イじを軸とする学踵創造にむけ 55000

的打言営含湾蛋含意3奪夕意警含 :::::
が社会的 に認め られた結果 である。

′ク′ ″  紗タ

大 学  ―  ―
●ll~轟 薫l,獄:掘

■讐大壺、委.1』孵鸞器
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立金館大壺 緊1,議掲田
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幅 に諄嗜artる
一

GL崎日■べ)
日本私立大学連盟は■2月27日 、

加盟 102大学についての新年度
学費を発表 した。立命館の相対
的低学費がうかがえる。立命館
が安いのか ?他大学が高いのか ?

産経新聞 昭

“
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産経新聞・ 2月29日

関 日 要 三 (大14年 辱 経 )さ ん 逝 去 さ れ る 。

総会 、忘年大会といつもこ夫婦で出露していただいた神奈川県支部藤間の開口さ

んが、昨年亡 くなられた.こ興種をお祈 り致 します。
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(45文・ 地理 )県 立 田奈高校

坂の多い街。ケープルカーが人気。老朽化 と車の波におされて廃上案もたび

たび出されたが、サンフランシスコのシンボルとして 3系続のみ運行されてい

る。ベンチ式の開放席にすわ つた り、
ぅ二ぶ で 5音をご憲Fヨおぷ2夢秀E生
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